
Ｈ18年度第 2回米子市立図書館協議会議事録 
 

木村課長 定刻となりましたので、平成 18 年度第 2 回米子市立図書館協議会を

開催いたします。 

財政状況の厳しい折、皆様にお知恵を頂いてより良い運営ができます

ようねがっております。 

それでは日程に従いまして、大原会長にご挨拶いただきます。 

大原会長  本日は皆さん、お忙しいところありがとうございます。 

先日、新聞に「うやましい安来市民図書館」という寄稿がございました。 

以前、私も佐々木館長と訪問しましたが、窓が大きく今までの図書館のイ

メージを変える程の採光や１つ１つ形の違う椅子など設備の面でびっくり

して帰って参りました。 

 財政的には厳しい時ではありますが、米子の図書館も「うらやましい」と

言われるようになっていかなければと思っております。 

 

続きまして、昨年 7月から副館長として当館に赴任されました、先灘副館

長にもひとことお願いしたいと思います 

先灘副館

長 

よろしくお願いします。 

 

木村課長 それでは、議事につきましては、大原会長にお任せしたいと思います。 

大原会長 では、日程に従って、議事に入って行きたいと思います。 

まず（１）（１）平成 19 年度の事業方針について、まずは ア の図書館情

報システムの更新について、事務局の方から説明を願います。 

大西 では、まず ア の図書館情報システムについて概略を説明させてい

ただきます。 

前回5月の第1回の際、蔵書管理や貸出などの管理をいたします、図

書館情報システムを今年度中に更新をするということを報告させていた

だきました。 

現在、平成１２年度から使用しておりますシステムは、富士通のアイリ

スというシステムを使用してきましたが、新規のシステムの選定について

は、より良いシステムをより安く導入しようということで、プロポーザル方式

（参加・提案型）で行いました。。 

通常の競争入札ですと、金額のみの評価になる為、『安かろう悪かろ

う』になってしまう可能性もありますので、こちらから最低限必要な条件を

提示して、参加希望の企業からより良い提案のあったシステムを選んで

契約するという方法です。 

業者の選定については、選定委員会を設け、選考委員には、図書館

協議会会長として、大原会長にも入っていただきました。 

詳細については、資料にございますので省略しますが、3 社から応募

いただきまして、その中から、(株)ケイズさんにお願いすることとなりまし

た。 

新規システムの運用開始は、来月 3月 1日を予定しております。 

このシステムの稼動により、今までできなかった県内の公立図書館との

横断検索が可能となります。 



また、インターネット経由で図書の貸出予約などが行なえるＷＥＢ予約

も開始いたします。 

横断検索、ＷＥＢ予約については、4 月からの運用開始を予定してお

りますが、このサービスの開始により、パソコンをお持ちの方はもちろん、

携帯電話からも、自宅や職場から図書の検索や利用状況の確認、また

予約をしていただけるようなります。 

また、今までは米子市のホームページに間借り状態で続けてきました

米子市立図書館のホームページについても、全面的に一新して、推薦

図書リストや子育て支援情報などを提供する予定にしております。 

 

大原会長 ３月から新しいシステムが稼動し、横断検索やWeb予約が始まること、

ホームページが新しくなること等、ご説明いただきましたが、何かご意見、

質問がございますか？ 

 

では、続いて、イの条例改正について、お願いします。 

大西 はい、では イ 条例規則の改定について、でございます。 

≪条例・規則の改定について≫という資料の方に、改正点について載せ

ておきました。 

『３』の休館日については、市の職員課の方で全市的に、一括して年

末年始の休暇について見直しをした結果、変更になる点でございます。 

さて、 

まず条例の改正ですが、大きく 2 点の変更がございます。 

１点目ですが、開館時間について変更いたします。 

資料の 2 枚目には、ちょっとわかりにくいかもしれませんが、条例の新

旧対照表をつけておきました。 

そちらをご覧頂いて～、現在のところ、平日は朝 10 時から午後 6 時ま

で、休日祝祭日は朝 10 時から午後 5時までとなっておりますが、実際に

は、平日・休日等問わず朝 9時から開館しております。 

しかし、先ほど申し上げました、横断検索やＷＥＢ予約、ホームページ

の随時更新などによりまして、現在以上に館内における業務量の増加が

見込まれます。 

特に、米子市の場合は近隣市町村にお住まいの利用者も相当数ござ

います関係上、県立図書館の図書の受け取り館的な役割が増えることも

想定されます。 

それに対応して、またより良いサービスを提供するために、現在 1 日 9

時間の開館時間により早番・遅番の2部制となっている職員の勤務シフト

を見直し、開館時間 8時間として、1日フルタイム勤務への変更して対応

するものでございます。 

これと同様に、次の ウ 移動図書館車についてですが、≪資料～自

動車文庫巡回日程案≫をご覧ください。 

今年度は、全 23 箇所を週 3日に分けて巡回しております。 

しかし、インターネット経由等で予約し、後日確実に図書を借りられる

時に来館できるＷＥＢ予約のサービスが始まります。 

また、先ほどのように業務体系を見直さざるを得ない状況もございま



す。 

そこで、再度現在の巡回ルートについて精査し、必要性の高い箇所に

ついて重点的に巡回するように、一部の箇所について一時休止し、また

巡回自体についても週 2日で行なえるように見直しをいたしました。 

Ｈ19 年度については、現在このようなところで移動図書館車の巡回を

行なって行きたいと考えております。 

 

大西 

 

 

 

大原会長 では再度、条例改正について説明いたします。 

2 点目の大きな改正ですが、従来の条例上には、宣伝行為等の行為

を制限する項目がございませんでしたので、その点について美術館条

例を参考に、追加いたしました。 

米子市立図書館は、公的施設ですので、講演会等でも営利目的のも

のに対しては使用の許可は今までも出しておりませんでしたが、その部

分をより明確化するためです。 

 

次に、 

施行規則の方になりますが、こちらは、今まで様式を定めていなかっ

た、変更届と紛失届の様式を定めました。 

転居等をされた際の住所変更等の届出をされないケースがしばしば

見られます。 

今までは、規則上届出をしていただくことにはなっておりましたが、口

頭によるものでしたので、今後については、利用者が当館に登録されて

いる項目について、変更が生じた場合には、届出を出していただくという

ことを徹底していこうという目的です。 

また、同様にカードを無くされた方には、紛失届を出して頂いて、再交

付という流れを作っていきたいと思っております。 

カードを忘れたからというような場合の安易な再交付を抑制するという

側面もございますし、適正な運用をしていこうと思っています。 

 

大原会長 はい、ありがとうございました。 

まず、開館時間が９時から開館していたものが１０時になるという点。 

また、自動車文庫についても同様に業務をスリム化するという点で必

要なことかもしませんね。 

 それと、行為の制限について明文化したということですが、何かご意見

などはございますか。 

 

﨏田委員  開館時間が１時間短縮するとのことですが、今まで９時間で行なってい

た業務を８時間で行なうということは大変ではないでしょうか？ 

先灘副館

長 

開館時間については、１時間短縮されるが、職員の勤務時間として

は、９時半～６時半であるため、対応は問題ないと思います。 

佐々木館

長 

人口規模が同じような都市の中では米子市の図書館職員の人数は最低

と言える程に少ない。 



 理想的には、時間を短縮することではなくて、人を増やして対応したい

のだが、今の財政状況では増員は望めない。 

 人数としては、合併以前の倉吉市（人口５万人程度）とほぼ同程度の人

数で頑張っている。 

大原会長 他市の状況をみても、朝は１０時開館というところは多いが、安来の図

書館についても夜８時まで開館している。 

大西 今回の改正に伴い、夏期については週に１日程度開館時間を延長す

ることを計画している。 

何曜日に設定するか等は、現在検討しているところだ。 

南家副会

長 

 その為にも、ボランティアの皆さんの協力を得たいところですね。 

大原会長 では、次に参ります。 

大西 では、続きまして、（２）の項目へ移ります。 

すでに、新聞等でも報道されておりますが、現在、全市的に手数料や

使用料の見直しについて協議されています。 

図書館の関係でいきますと、現在徴収している使用料等は、図書館 2

階の大会議室の使用料と館内のコピー機の使用料となります。 

 

以前からですが、大会議室については、使用料について据え置いて

参りましたので、この度改正させていただくことと致しました。 

特に大会議室については、受験を控えた今頃の時期や夏休みの時

期を中心として学習室としての利用希望が強いため、苦情や要望が頻

繁に参りますし、学習室として利用機会を確保するという効果も期待して

おります。 

金額については、文化ホールのイベントホール（事務所側）の現在の

金額を基準にして、面積で決定いたしました。 

また、今までは、図書館の 9 時の開館時間前に、8 時半から利用した

いというような場合には、職員が早く来て対応したり、逆に夜間の使用と

いったケースも度々あり、職員に本来業務以外の負担が生じていることも

あって、この度の改正では、今まで一律であった金額を、開館時間外に

ついては、開館時間内よりも高く設定しました。 

また、同様に休館日についても特別に職員が対応する必要があること

や照明、冷暖房等が特別に必要となるために高く設定いたしました。 

 特設文庫室についてきましては、このような大会議室の金額変更に伴

い、少人数でも可能な会議等については、特設文庫室を利用したいとい

うようなニーズが生まれる可能性もあるため、利用料を設定いたしました。

 

つづきまして、図書貸出利用証の再交付手数料についてです。 

現在は新規登録者への発行も、再発行も無料となっておりますが、カ

ードをきちんと管理されないで何度も紛失をされたり、カードを忘れたか

らといって安易に再交付を求められるというようなことで、再発行の事務も

看過できない状況にあります。 

資料にございますように、近隣の市町村におきましても、再交付につ

いて実費負担を求める自治体が増えてきています。 



新規の登録については、今まで通り無料でカードを提供いたしますの

で、そのカードをきちんと管理して、大切に使っていただきたいと思いま

す。 

 

3 点目ですが、コピー機の使用料についてでございます。 

現在は、白黒 10 円、カラーを 50 円としておりますが、これでは、実費

にも及ばない状態です。 

特にカラーコピーについては、コンビニ等でも 100 円程度の所が大半

ではないかと思います。 

保守点検の契約としては、利用枚数に応じて単価も安くなるようにはな

っておりますが、月によって使用状況もまちまちでありますので、単価に

ついても月により安い月や高い月も生じます。 

また、提供する紙や電気料についても考慮する必要がございますの

で、今回の金額となりました。 

 

大原会長  現在の利用許可の基準については？ 

池口係長  現在は、教育委員会の主催・共催事業については、減免するという規

定になっております。 

 また、最近は教育委員会の後援を得て行なう団体等も増えておりま

す。 

 教育委員会後援の場合は、有料ということにさせていただいますが、図

書と関係のない行事等も少なくございません。 

 受験生を中心に、大人の方も資格取得等の勉強に大会議室を頻繁を

利用していただいてますので、 今回の金額設定により、近隣の他の施

設の方を利用していただければというところもあります。  

大原会長  では、続いて市民ボランティアについてお願いします。 

大西 では、（３） の市民ボランティアについてです。 

5 月の第 1 回目の会議で、﨏田委員からご提案いただきました項目で

す。 

現在でも、読み聞かせを中心に図書の補修など、ボランティアの方々

にはご協力をいただいています。 

しかし、これまでは、もし仮に館内で事故が発生した際に保険がない

などの問題もありました。 

そこで、≪資料≫にように要綱をつくりまして、図書館にとっても、ボラ

ンティアの皆さんにとってもより良い制度をめざしていこうというなりまし

た。 

先灘副館

長 

今回は、資料としてボランティアの受入要綱と留意事項についてお配

りいたしました。 

当面につきましては、第３条（１）開架資料の書架への返却及び配列

直しと（４）図書の補修、複写資料等の製本の２点について優先的に周

知をしていこうと思っております。 

現在までに活動していただいているボランティアは５～６名ですので、

初年度としては、２０名程度から始めたいと思っております。 

南家副会 ２０名程度では少なすぎませんか？ 既に活躍されている方もたくさん



長 いらっしゃいますので、そういうノウハウを持った方に来ていただけるよう

にしてみては。 

研修の体制はどのようになってますでしょうか。 

先灘副館

長 

もちろん研修は必要ですので、行なっていく予定にしております。 

南家副会

長 

毎日毎日出ないといけないというようなことがあるとボランティアは続か

ない。 

その為にも研修が必要だと思います。 

神庭委員 私は、本の学校郁文塾にも入っていますし、そういうところを通じてボラ

ンティアの皆さんを取り込んでみては。 

足立委員 米子では、商工会議所ＪＣのメンバーを中心にガイナーレの試合等を

ほとんど全てボランティアでやっている。 

そういうところを参考にできないか。 

大原会長 では、続いて（４）の米子市子どもの読書活動ビジョンについて 

大西 では （４） ですが、5 月の会でもご案内させていただいた「米子市子

どもの読書活動推進ビジョン」についてです。 

今回は、県の例にならって「ビジョン」ということで、米子市としての概略

的な方向性を示したものということで作成をさせていただきました。 

米子市では以前から子どもの読書活動には力をいれて参りましたが、

Ｈ16 年から、『ふるさと米子子ども読書推進会議』という行政職員や有識

者による会議を行なっております。 

そこから、「ふるさと米子探検隊」の作成等を行なっておりました。 

この度のビジョンについて、経過は、≪資料≫の方に載せてあります

が、3 回の会議に加え、広く市民のみなさんからご意見を伺うためにパブ

リックコメントを 12 月 1 日から 1 月 5 日にかけて行いました。 

いただいた意見は 2 件でしたが、その意見も踏まえて、この度最終案

ということで、ご提示いたしました。 

今後、今月 27 日の教育委員会で承認をいただくこととなりますが、み

なさまにも米子市の理念についてご同意いただければと思っておりま

す。 

表現が主に口語的な表現になっておりますのは、まずは保護者のみ

なさんに届くようにという観点からより平易なわかり易い表現としました。 

今後の周知方法ですが、本来は学校等を通じて児童生徒等の世帯へと

届けることができれば一番よいのでしょうが、予算的にもそういう訳にはい

きませんので、なるべく効率的に伝わるところはないかと考えております。

また、中海テレビの米子３ｃｈという情報チャンネルがありますので、そこ

で長い期間周知していくことも検討しております。 

 

大原会長 私もパブリックコメントをさせていただきました。他市の計画を見ると具

体的な施策についてもきちんと書いてあるし、現状把握についても不十

分で、物足りないというような気持ちもあります。 

子どもの読書活動推進に関する法律で４月２３日は子ども読書の日と

定められてるわけですが、図書館としてはどのような取り組みをされてい

く予定でしょうか。 



佐々木館

長 

ビジョンの中を見ると、学校図書館の支援等現在行なっている部分も

あり、それを更に深めていくことが大切だと思う。 

今後については、教育委員会で正式に決定したビジョンに基づいて、

図書館で何ができるかを考えていきたい。 

大原会長 議事は以上ですが、みなさんから何かございませんか？ 

野津委員どうでしょうか 

野津委員 少し話は戻るんですが、ボランティアについて、私でもできるでしょう

か？ 

お話を聞いていると、読み聞かせは難しそうだし、仕事の暇な時にちょ

っとだけ参加できるようなのができるのでしょうか？ 

先灘副館

長 

今回は資料としてつけておりませんが、申込用紙には、希望の曜日や

時間を選んでいただく欄を設けております。 

佐々木館

長 

子どもを育てられた女性の方などに積極的に読み聞かせ等のボラン

ティアに参加してもらえるように整備したい。 

南家副会

長 

その為にも安心して活動できるように研修は必要だし、また本の扱い

などについては既にそのノウハウを持った方たちに協力を得るようにした

ほうがいいのではないでしょうか。 

大原会長 前田委員、いかがでしょうか。 

前田委員 私は、小学校長会からでてきてますが、学校図書職員が配属されるよ

うになってから子どもたちがよく図書室に来るようになり、本を読むように

なった。 

学校でも、読み聞かせを始め、多くのボランティアの皆さんが活動され

ている。 

本の補修などについても、趣味を域ではなく、きちんと勉強をされてこ

られおり、それが各学校で活躍をされている。 

そういうところの力を活かしていくのがよいのではないでしょうか。 

﨏田委員 市立幼稚園についても、市内に１１あるが、同じように頑張っている。 

周知などについては、協力させてもらう。 

先灘副館

長 

ありがとうございます。 

大原会長 それでは、以上で議事を終わります。 

木村課長 本日は、ありがとうございました。 

大変貴重なご意見を賜りまして、今後の図書館の運営に活かして生き

たいと思います。 
 


